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このテーマについて，3 項 目 に分 けて話

をしました．まず，主 題 である(1 )われわれが

成 すべきこと，(2 )事 故 で学 んだこと，そして

(3)学 会 が為 すべきことです．これは，“為 せ

ば 成 る”と言 わ れる よう に ， 学 会 が 為 すべ き

こ と を す れ ば ， 会 員 が 見 事 に 成 し 遂 げ て く

れると韻 を踏 んでいます． 

「われわれが成 すべきこと」は，あらためて

自 ら を 放 射 線 ・ 放 射 能 に 関 す る プ ロ フ ェ ッ

ショナルと自 覚 して確 たる行 動 を執 ることで

す ． 一 つ には イ ンデ ィペ ン デ ン トな 立 場 で ，

主 体 的 に 自 ら の 知 識 ・ 技 術 と 良 心 を 人 々

に伝 えることと，もう一 つは，直 接 的 に人 々

の健 康 と福 祉 に貢 献 するという公 益 への奉

仕 を 実 践 す る こ と だ と 考 え ま す ． 今 回 の 事

故 では，医 療 の現 場 で診 療 放 射 線 技 術 を

提 供 するという我 々に対 して，時 にはそれを

超 えて，人 々を対 話 によって納 得 させて勇

気 づける適 切 な情 報 をどれだけ 語 れる か，

そのような考 え方 をどれほど身 につけている

かが，問 われています．基 になるデータは同

じ で あ っ て も ， わ れ わ れ 個 々 の 人 間 性 が ，

問 題 解 決 の た め の 瑞 々 し い 情 報 と 活 力 を

生 み出 すものと考 えます． 

「事 故 で学 んだこと」は，特 に安 全 と安 心

に 関 す る 議 論 と 放 射 線 被 ば く に 関 す る

様 々な議 論 です．技 術 学 会 は，「放 射 線 ・

放 射 能 」について市 民 に正 しく理 解 いただ

く た め の 公 開 講 座 を 東 北 で 何 度 か 開 催 し

てきました．それらの質 疑 応 答 などを通 じて

学 ん だ こ と は ， 科 学 絶 対 で も ダ メ ， 過 剰 な

悲 観 主 義 でもダメ，冷 静 な判 断 をできる知

恵 こそが重 要 であるということです．科 学 的

知 識 だ け で は 判 断 す る こ と が 困 難 で あ り ，

科 学 技 術 以 外 の 考 え 方 や 価 値 観 を 持 ち

込 まないと最 適 な判 断 ができない領 域 （トラ

ン ス・ サ イエン ス： trans-sc ience ）が ある こ と

を ， 私 た ち は 痛 感 さ せ ら れ ま し た ． ま た ， 放

  



射 線 被 ばくに関 しては，線 量 限 度 を設 けな

い 医 療 の 責 任 は 重 い と い う こ と と ， 事 故 の

影 響 を正 しく解 析 するには医 療 被 ばくの解

析 が不 可 欠 であることです．さらに，実 は放

射 線 ・ 放 射 能 の 個 別 の 問 題 よ り も 事 故 に

起 因 する様 々な社 会 問 題 が噴 出 しており，

わ れ わ れ も 病 院 で 待 つ よ り も 地 域 に 出 る と

いう姿 勢 が重 要 となっています． 

「学 会 が為 すべきこと」は，どの領 域 よりも

先 ん じ て 公 益 に 資 す る よ う ， わ れ わ れ の 知

識 ・ 技 術 を 惜 し み な く 提 供 す る こ と を 最 優

先 す る こ と で す ． 学 会 は 社 会 に 育 て ら れ て

あ り ， 社 会 の た め に あ り ま す ． 日 本 が 放 射

線 ・放 射 能 に関 わる国 難 にある今 ，東 北 部

会 は 学 会 の 奴 雁 で あ り ， 学 会 は 国 の 奴 雁

と な っ て ， 何 を や る べ き か の “ 超 ” 先 見 の 明

で事 にあたるべきだと考 えます． 

日 本 は ， 世 界 一 医 療 被 ば く が 大 き い と

いう事 実 はあるものの，世 界 一 の医 療 先 進

国 であって健 やかに生 きるという素 晴 らしい

価 値 観 を 世 界 に 示 す こ と が で き ま す ． わ れ

わ れ は そ の 根 幹 に 携 わ る 者 と し て ， 責 任 と

プライドを持 って引 き続 き努 力 しましょう！ 

 

【付 記】 

  


